
平成24年度一般会計当初予算 

１２ 45

歳
　
入 

歳
　
出 

特
別
会
計 

予算額 

継続 

事　　　　　業　　　　　名 

Ⅰ　安心して暮らせる安全安心都市づくり 

Ⅱ　健やかに子どもが育つ元気都市づくり 

Ⅲ　産業が栄え賑わう拠点都市づくり 

平成24年度の主な重点事業 

蘆住宅用太陽光発電システム導入促進事業 
　１kwあたり3万円、5kw15万円を限度に補助 3000万円 

拡大 蘆地域子育て支援拠点事業（ひろば型） 
　3歳未満の乳幼児・保護者の情報交換や子育て支援（市内2か所目） 1056万円 

新規 
蘆瀬戸内文化芸術支援事業 
　塩飽諸島の活性化や本市観光の振興 
　芸術家を目指す学生を招き、長期滞在での創作活動を支援する 

310万円 

蘆（仮称）うちわの常設展示館・物産館整備事業 
　丸亀城前の市民広場内に施設整備するための基本設計と実施設計 750万円 

拡大 蘆排水路機能強化施設整備事業 
　集中豪雨などによる浸水被害を軽減 2900万円 

新規 

新規 

蘆滞在型観光誘致促進事業 
　団体旅行やコンベンションなどの招致に関する補助・支援を行う 300万円 新規 

蘆病児・病後児保育実施事業 
　自宅保育ができない場合、一時的に医療機関などで預かる 1065万円 

拡大 蘆乳幼児・こども医療給付事業 
　入院に係る給付対象を中学卒業時まで拡大する 3億2460万円 

新規 蘆セカンドブック事業 
　就学前までに１冊の本をプレゼントする 132万円 

新規 蘆災害時業務継続計画（情報通信部門）策定支援事業 300万円 

継続 蘆産業振興基本計画策定事業 200万円 

  

　
主
要
な
一
般
財
源
は
、
市
税
、
地
方

交
付
税
、
地
方
譲
与
税
お
よ
び
各
種
交

付
金
、
臨
時
財
政
対
策
債
で
、
総
額
は

２
３
８
億
４
９
０
０
万
円
と
な
り
、
前

年
度
と
比
較
し
４
億
１
２
０
０
万
円
の

減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
市
税
は
、
前
年
度
と
比
べ
１
億
２
３

０
０
万
円
、
率
に
し
て
０
・
９
％
の
減

少
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。 

　
地
方
交
付
税
は
、
地
域
の
経
済
力
強

化
を
図
る
緊
急
事
業
に
対
応
す
る
た
め

の
「
地
域
経
済
基
盤
強
化
・
雇
用
等
対

策
費
」
、
ま
た
児
童
虐
待
防
止
・
消
費

者
行
政
等
に
要
す
る
経
費
と
し
た
「
住

民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
事
業
」
な
ど
が

措
置
さ
れ
る
一
方
、
地
方
交
付
税
の
不

足
を
補
う
臨
時
財
政
対
策
債
と
の
合
計

は
、
前
年
度
と
比
べ
１
億
６
０
０
０
万

円
、
率
に
し
て
１
・
８
％
の
減
少
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。 

　
基
金
か
ら
の
繰
入
金
は
、
安
全
安
心

に
係
る
施
設
整
備
や
各
種
事
業
を
推
進

す
る
た
め
、
国
県
支
出
金
や
合
併
特
例

債
を
充
当
し
た
後
の
財
源
確
保
と
し
て
、

特
定
目
的
基
金
か
ら
６
億
４
０
０
０
万

円
を
繰
り
入
れ
す
る
も
の
で
す
。 

　
財
産
収
入
で
は
、
総
合
運
動
公
園
プ

ー
ル
跡
地

の
香
川
県

へ
の
売
却

を
積
極
的

に
進
め
る

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
４
億
７
７
０
０
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。 

　
諸
収
入
の
う
ち
、
競
艇
事
業
か
ら
の

収
益
収
入
は
前
年
度
と
同
額
の
１
億
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。 

　
市
債
は
、
教
育
施
設
の
耐
震
化
な
ど

に
合
併
特
例
債
を
活
用
す
る
ほ
か
、
野

球
場
建
設
や
中
津
土
器
線
４
車
線
化
事

業
な
ど
に
も
活
用
し
、
臨
時
財
政
対
策

債
を
除
く
建
設
地
方
債
は
前
年
度
と
比

較
し
、
２
億
８
７
０
０
万
円
の
減
少
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

  

　
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
の
義
務

的
経
費
は
、
歳
出
全
体
の
47
・
２
％
を

占
め
、
前
年
度
と
比
較
し
８
億
４
２
０

０
万
円
、
率
に
し
て
４
・
３
％
の
減
少

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
人
件
費
は
、
退
職
手
当
を
除
く
職
員

給
な
ど
は
１
億
５
７
０
０
万
円
の
減
少
、

ま
た
、
議
員
共
済
負
担
金
の
減
少
及
び

退
職
者
が
半
減
す
る
こ
と
で
、
前
年
度

と
比
較
し
、
総
額
で
６
億
９
８
０
０
万

円
、
率
に
し
て
８
・
８
％
の
大
幅
な
減

少
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
扶
助
費
は
、
社
会
保
障
に
係
る
経
費

と
し
て
、
扶
助
対
象
者
の
増
加
や
制
度

の
充
実
な
ど
に
よ
り
毎
年
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
の
た
め
の
手
当

の
制
度
改
正
に
よ
り
、
金
額
で
２
億
１

０
０
０
万
円
、
率
に
し
て
２
・
４
％
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。 

　
公
債
費
は
、
合
併
後
か
ら
進
め
て
い

る
教
育
施
設
の
耐
震
化
な
ど
合
併
特
例

債
を
活
用
し
た
事
業
の
借
入
金
の
償
還

が
増
加
し
ま
す
が
、
平
成
初
期
に
実
施

し
た
事
業
の
借
入
金
償
還
の
ピ
ー
ク
が

過
ぎ
た
こ
と
で
、
金
額
で
６
６
０
０
万

円
、
率
に
し
て
２
・
０
％
の
増
加
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
す
。 

　
物
件
費
は
、
た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
作
成
事
業
や
地
籍
調
査
事
業
を
拡
充

し
ま
す
が
、

経
常
的
な

経
費
の
削

減
に
努
め

て
お
り
、

ま
た
３
年
間
の
雇
用
対
策
事
業
が
終
了

し
た
こ
と
な
ど
で
、
金
額
で
４
５
０
０

万
円
、
率
に
し
て
０
・
９
％
の
微
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
補
助
費
等
は
、
各
種
事
業
や
補
助
金

の
見
直
し
な
ど
の
取
り
組
み
に
加
え
、

中
讃
広
域
行
政
事
務
組
合
負
担
金
の
減

少
に
よ
り
、
３
億
１
７
０
０
万
円
、
率

に
し
て
８
・
６
％
の
減
少
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
基
金
へ
の
積
立
金
は
、
競
艇
事
業
か

ら
の
１
億
円
の
収
益
収
入
を
競
艇
収
益

基
金
に
積
み
立
て
ま
す
。 

　
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
は
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
や
介
護
保
険
特
別
会

計
な
ど
社
会
保
障
関
連
が
増
加
し
、
前

年
度
と
比
べ
、
１
億
３
２
０
０
万
円
、

率
に
し
て
３
・
２
％
増
加
し
ま
す
。 

　
投
資
的
経
費
は
、
総
額
で
75
億
５
５

０
０
万
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
し
、

金
額
で
２
億
６
８
０
０
万
円
、
率
に
し

て
３
・
７
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
事
業
と
し
て
、
▽
総
合
運
動
公
園

野
球
場
建
設
▽
中
津
土
器
線
４
車
線
化

▽
東
汐
入
川
緑
道
公
園
整
備
▽
東
中
学

校
屋
内
運
動
場
他
改
築
▽
岡
田
小
学
校

校
舎
改
築
▽
城
辰
幼
稚
園
園
舎
改
築
な

ど
で
す
。 

　
財
政
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比

率
は
、
93
・
０
％
と
な
り
、
前
年
度
と

比
較
し
て
０
・
４
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
て

い
ま
す
。 

  

　
特
別
会
計
は
、
医
療
給
付
費
の
増
加

に
よ
り
社
会
保
障
関
係
の
特
別
会
計
の

増
加
が
続
き
、
８
つ
の
会
計
の
総
額
は

２
３
９
億
９
２
０
０
万
円
で
、
前
年
度

と
比
較
し
、
金
額
で
11
億
２
７
０
０
万

円
、
率
に
し
て
４
・
９
％
の
増
加
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

　
競
艇
事
業
会
計
で
は
、
厳
し
い
経
営

環
境
の
中
、
平
成
22
年
か
ら
着
手
し
た

メ
ー
ン
ス
タ
ン
ド
の
全
面
改
築
が
平
成

24
年
度
に
竣
工
・
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と

を
契
機
に
、
積
極
的
に
全
国
へ
Ｐ
Ｒ
や

情
報
発
信
し
、
新
規
顧
客
の
開
拓
と
収

益
の
確
保
に
努
め
ま
す
。 

　
水
道
事
業
会
計
で
は
、
安
全

安
心
な
基
盤
づ
く
り
と
し
て
、

前
年
度
に
引
き
続
き
、

老
朽
管
の
更
新
事
業
、

各
浄
水
場
の
耐
震

改
修
な
ど
に
取
り

組
み
ま
す
。 

歳入総額 
400億円 

歳出総額 
400億円 

　
平
成
２４
年
度
は「
丸
亀
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、市
税
の

減
収
な
ど
厳
し
い
歳
入
環
境
で
は
あ
り
ま
す
が
、災
害
に
強
い
都
市
基
盤
整
備
、子
育
て

支
援
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
た
結
果
、一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
4
0
0
億
円
で
、前
年

度
と
比
較
し
、金
額
で
１０
億
円
、率
に
し
て
2
・
4
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

■特別会計・競艇事業会計・水道事業会計の規模 
会　　　計 当初予算額 

特

別

会

計

 

国民健康保険  

国 保 診 療 所  

公 共 下 水 道  

農業集落排水  

駐 車 場  

後期高齢者医療 

介 護 保 険  

介護保険サービス事業 

128億 300万円 

1億2800万円 

23億3600万円 

1億4910万円 

1億2700万円 

11億5800万円 

72億1600万円 

7500万円 

4.1 

▲ 3.0 

▲ 3.2 

2.5 

▲ 7.3 

5.4 

9.9 

1.1

競 艇 事 業 会 計  638億5395万円 3.3

水 道 事 業 会 計  44億4200万円 10.5

増減率（％） 

400億円 
（前年度比2.4％減） 
丸亀市総合計画 
後期基本計画 
ス　タ　ー　ト 

平成24年度 
一般会計当初予算 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
安
全
安
心
都
市
づ
く
り 

健
や
か
に
子
ど
も
が
育
つ
元
気
都
市
づ
く
り 

産
業
が
栄
え
賑
わ
う
拠
点
都
市
づ
く
り 

財政課 蘂24-8803

市　税 
（33.5％） 

134億3000万円 

人件費 
（18.0％） 

72億1757万円 

扶助費 
（20.9％） 

83億7644万円 

物件費 
（13.0％） 

51億8891万円 

普通建設事業費 
（18.9％） 

75億5497万円 

公債費（8.3％） 
33億2240万円 

投資的経費 
（18.9％） 
75億 

5497万円 

繰出金（10.6％） 
42億3153万円 

補助費等（8.4％） 
33億5654万円 

自
主
財
源（
4
3
・
6
％
） 

1
7
4
億
2
1
2
2
万
円
 

依
存
財
源（
5
6
・
4
％
） 

2
2
5
億
7
8
7
8
万
円
 

義
務
的
経
費（
4
7
・
2
％
） 

1
8
9
億
1
6
4
1
万
円
 

そ
の
他
の
経
費（
3
3
・
9
％
） 

1
3
5
億
2
8
6
2
万
円
 

県支出金（6.4％） 
25億2575万円 

地方交付税 
（17.1％） 

68億5000万円 

国庫支出金 
（13.5％） 

53億7443万円 

市　債 
（15.4％） 

61億5980万円 

諸収入など（1.8％）7億1779万円 

投資及び出資金・ 
貸付金（0.9％） 
3億6375万円 

維持補修費（0.5％） 
1億9664万円 

積立金（0.4％） 
1億4125万円 

予備費（0.1％） 
5000万円 

繰入金（3.0％）11億8193万円 

財産収入（1.2％）4億7737万円 

地方譲与税（0.8％） 
3億4500万円 

使用料及び手数料（2.2％） 
8億6449万円 

分担金及び負担金（1.9％） 
7億4964万円 

地方消費税交付金 
（2.6％） 
10億1230万円 

地方特例交付金 
（0.1％） 
6500万円 

その他（0.5％） 
2億4650万円 

中津土器線（さぬき浜街道）4車線化事業 


